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令和３年 (2021年) 3 月 統 計 だ よ り 第800号



「統計だより」８００号の発刊にあたって

滋賀県総合企画部長

廣脇 正機

本誌「統計だより」が、今号で節目の800号を迎えることになりました。昭和29年(1954

年)６月に創刊されて以来、67年もの長きにわたり刊行することができましたのも、ひとえ

にご愛読いただいている皆様をはじめ、データ提供等にご協力をいただいております

関係機関の皆様のおかげと心より感謝申し上げる次第です。

この間、本県の人口は、昭和30年(1955年)国勢調査において約85万4千人であった

ものが、令和２年(2020年)10月には約141万2千人と約1.7倍に増加しました。また、勤

労者世帯の１か月平均の実収入額は、昭和29年(1954年)の27,452円から令和２年

(2020年)には650,905円に、製造品出荷額等（従業者４人以上の事業所）は昭和29年

(1954年)の486億円から平成30年(2018年)には８兆744億円となり、これらの統計数値

からも本県の大きな発展をみることができます。

この67年間で私たちの社会は大きく変容しましたが、統計を通して激動する社会経済

情勢等を的確に把握し、必要とされる統計を適時適切に提供していくことがますます重

要となってきています。

現在、政府においては、GDP統計を軸とした経済統計の改善、ユーザーの視点に

立った統計システムの再構築と利活用推進等の統計改革が進められているところで

す。また、EBPM（Evidence Based Policy Making）と呼ばれる証拠に基づく政策立案や

合理的な意思決定の推進が求められており、そのための情報基盤としても、統計の役

割はますます重要となってきています。

統計は皆様のご協力により得られた国民共有の財産です。今後は、さらにそのデー

タを行政政策立案や企業活動に利活用する、またこれらの公的統計にあわせて、民間

企業等が保有するリアルタイムデータなど膨大な量のビッグデータ利活用の促進が図

られるようになるでしょう。本誌もますますの充実を図ってまいりたいと存じますので、引

き続きご愛読いただきますとともに、統計調査にご理解とご協力を賜りますようお願い

申し上げます。
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「統計だより」８００号記念特集１

「統計だより」８００号のあゆみ
～元号別にみる「統計だより」の変遷～

「統計だより」はこれまで100号毎に節目としての記念号を発行してきましたが、今回の

800号は元号が平成から令和に変わって初めての記念号になりました。

今号では800号発行を記念して、記念特集１「『統計だより』800号のあゆみ～元号別に

みる『統計だより』の変遷～」と、記念特集２「人口・経済指標でみる67年」の２つの特集を

組みました。

特集１では、昭和29年(1954年)６月の創刊号、平成初となる414号、そして令和初の778

号と、元号別に「統計だより」を振り返ります。

まずは、いくつかの統計データについて、創刊時の昭和29年(1954年)、その35年後の

平成元年(1989年)、その30年後の令和元年(2019年)を比較します。

表１ 元号別調査結果の比較

平均気温（彦根）
※８ 14.2℃ 14.8℃ 15.8℃

農家数
※６ 10万1143戸 6万1255戸 2万1978戸

米の収穫量
※７ 26万595t 20万1100t 16万1400t

外国人人口
※４ 8026人 8963人 3万2995人

平均寿命（男/女）
※５ 63.24歳/67.42歳 76.36歳/81.88歳 81.78歳/87.57歳

第二次産業 8万4468人 25万5076人 22万904人
第三次産業 11万5435人 30万9539人 41万4488人

労働力率
※２ 71.0% 63.3% 61.0%

産業別就業者数
※２ 第一次産業 21万1331人 3万4527人 1万7935人

１世帯当たり人員
※３ 4.81人 3.45人 2.46人

労働力人口
※２ 41万5863人 61万4221人 70万2431人

65歳以上 7.0% 12.1% 24.2%

世帯数※１ 18万856世帯 35万763世帯 57万3946世帯

15～64歳 61.6% 67.5% 61.3%
人口割合

※２ 15歳未満 31.4% 20.4% 14.5%

項目 昭和29年(1954年) 平成元年(1989年) 令和元年(2019年)

人口
※１ 86万2615人 120万8856人 141万3959人

出典：※１「住民登録（４月30日現在）」（昭和29年）、「人口推計（10月１日現在）」滋賀県統計課（平成元年、令和元年）

　　　 ※２「国勢調査（10月１日現在）」総務省統計局（昭和29年は昭和30年、平成元年は平成２年、令和元年は平成27年の数値）

　　　 ※３「人口推計（10月１日現在）」滋賀県統計課（昭和29年は昭和30年の数値）

　　　 ※４「外国人登録者数（12月31日現在）」滋賀県国際課（昭和29年、平成元年）、「住民基本台帳人口調査（12月31日現在）」滋賀県国際課（令和元年）

　　　 ※５「府県別生命表集」水島治夫（昭和29年は昭和29～31年の数値)、「都道府県別生命表」厚生労働省（平成元年は平成２年、令和元年は平成27年の数値)

　　　 ※６「農林業センサス」農林水産省（平成元年は平成２年、令和元年は令和２年（概数値）の数値）

　　　 ※７「作物統計調査」農林水産省（昭和29年は昭和30年の数値）

　　　 ※８気象庁ホームページ
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昭和29年(1954年)６月 創刊号の記事から～県民所得、産業構造の変遷

「統計だより」は昭和29年(1954年)６月に

創刊されました。記念すべき第１号には、右

下の掲載記事のように、県民所得の記事が

掲載されています。

平成元年(1989年)12月の426号の記事で

は、昭和62年度(1987年度)の県内総生産

が掲載されています。県民経済計算は推

計方法の変更等が行われるので、単純比

較できませんが、創刊号時から426号時に

かけての35年間で、生産額は大きく増加し

ており、第二次産業、とりわけ製造業の構

成比の高い工業県へと変容しています。

また、令和元年(2019年)10月の783号に

は、平成28年度(2016年度)の県内総生産

が掲載されています。426号時から30年後

の783号時にかけて第一次産業は減少し、

第三次産業の構成比が第二次産業を上回

る結果となっています。（表２）（図１）

創刊号の表紙

（昭和29年(1954年)６月）

創刊号の掲載記事

（昭和29年(1954年)６月）

注 上記の生産額や構成比の数値は創刊号、426号、783号に記載されているものであり、

注 各号が発刊されて以降の推計方法の変化や遡及改定等を反映したものでありません。

第一次産業

32.4

第一次産業 2.3

第一次産業 0.7

第二次産業

34.1

第二次産業

60.0

第二次産業

46.8

第三次産業

33.6

第三次産業

37.7

第三次産業

52.5
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昭和27年度※

(1952年度)

昭和62年度

(1987年度)

平成28年度

(2016年度)

図１ 県内総生産（産業別）の構成比

※昭和27年度(1952年度)の数値は、「県内純生産（一定期間内

に新しく生産された純生産物の価格の総計）」です。

411億円 ３兆6656億円 ６兆3817億円

昭和27年度※

(1952年度)

昭和62年度
(1987年度)

平成28年度
(2016年度)

第三次産業 138億円 １兆2960億円 ３兆3348億円

第二次産業 140億円 ２兆659億円 ２兆9752億円

第一次産業 133億円 785億円 415億円

県内総生産

表２ 県内総生産
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平成元年(1989年)１月 414号の記事から～小学１年生の身長・体重の変遷

平成元年(1989年)１月発行の414号に

は、「昭和63年度学校保健統計調査」の結

果が掲載されています。

創刊号でも昭和28年度(1953年度)の「学

校衛生統計」（学校保健統計調査の前身）

の結果が記事として掲載されており、昭和

28年から昭和63年の35年間に、平均身長

は男子、女子ともに７cm増加、平均体重も

男子、女子ともに2.8kg増加しています。

令和２年(2020年)１月に発行された786号

には、令和初となる「令和元年度学校保健

統計調査」の結果が掲載されており、昭和

63年から令和元年の31年間に、平均身長

は、男子が0.1cm、女子が0.3cm減少し、平

均体重は、男子が0.1kg増加、女子が0.1kg

減少しています。（表３）（図２、３）

414号の表紙

（平成元年(1989年)１月）

414号の掲載記事

（平成元年(1989年)１月）
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図２ 小学１年生の身長・体重

（男子）

体重

身長

身長(cm)体重(kg)

104.0
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図３ 小学１年生の身長・体重

（女子）

体重

身長

身長(cm)体重(kg)

0 0 0 0

男子

女子 108.8cm 17.9kg

116.8cm

115.8cm

109.8cm 18.4kg

20.6kg

昭和28年度 昭和63年度 令和元年度
身長 体重 身長 身長 体重体重

21.2kg

20.7kg

116.7cm 21.3kg

115.5cm

表３ 小学１年生の平均身長・平均体重
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令和元年(2019年)５月 778号の記事から～新設住宅着工戸数

778号の表紙

（令和元年(2019年)５月）

778号の掲載記事

（令和元年(2019年)５月）

令和元年(2019年)５月に発行された778号

には、平成30年度(2018年度)の「建築着工統

計調査」の結果が掲載されており、平成２年

(1990年)４月発行の430号にも、平成元年

(1989年)（暦年値）の「建築着工統計調査」の

結果が掲載されています。

昭和29年(1954年)の「建築着工統計調査」

の結果は「統計だより」に掲載されていません

が、滋賀県ホームページに掲載している累年

統計表の「11.11.利用関係別着工新設住宅

数」（出典：「住宅着工統計」国土交通省）を

みますと、昭和29年(1954年)の数値が掲載さ

れています。

（https://www.pref.shiga.lg.jp/kensei/tokei/r

uinen/300011.html）

これによると、持家の割合が、昭和29年

(1954年)には82.6％と高く、平成元年(1989

年)、平成30年度(2018年度)では50％以下と

なっています。

平成元年(1989年)では、総着工戸数が１万

5543戸と、平成30年度(2018年度)の8,980戸

の約1.7倍の建築がありました。（表４）（図４）

持家

82.6

持家

44.8

持家

49.5

貸家

15.1

貸家

28.8

貸家

25.9

給与住宅 2.3

給与住宅 2.0

給与住宅 0.6

分譲住宅

24.4

分譲住宅

24.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和29年

(1954年)

平成元年

(1989年)

平成30年度

(2018年度)

図４ 新設住宅着工戸数

表４ 新設住宅着工戸数

貸家 137戸 4471戸 2323戸

昭和29年
(1954年)

平成元年
(1989年)

平成30年度
(2018年度)

持家 752戸 6966戸 4445戸

合計 910戸 １万5543戸 8980戸

給与
住宅

21戸 311戸 51戸

分譲
住宅

・・・ 3795戸 2161戸
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「統計だより」８００号記念特集２

人口・経済指標でみる６７年

■人 口

「統計だより」が創刊された翌年の昭和30年(1955年)の国勢調査によると、滋賀県人

口は85万3734人でした。昭和35年(1960年)には84万2695人と一旦減少しましたが、そ

の後昭和42年(1967年)まで微増を続けて、昭和30年(1955年)の人口に回復しました。

そして、昭和51年(1976年)には100万人を、平成元年(1989年)には120万人を、平成20

年(2008年)には140万人を突破しました。滋賀県の人口のピークは平成25年(2013年)

の141万6952人で、現在は減少傾向にあると思われ、令和２年(2020年)には141万2415

人となっています。（図１）

県民生活について「家計調査」の結果をみると、昭和29年(1954年)当時の大津市の

勤労者世帯の実収入の月平均額は27,452円で、消費支出は22,149円、食料費支出は

9,910円であり、消費支出に占める食料費の割合であるエンゲル係数は44.7%と高率で

した。

昭和40年代に入ると実収入と消費支出は大幅な伸びを示しましたが、食料費は50年

代から概ね一定となりました。

平成元年(1989年)では実収入504,101円、消費支出321,064円、食料費85,620円とな

り、エンゲル係数は26.7%で、さらに令和２年(2020年)では、実収入650,905円、消費支

出307,997円、食料費80,644円となり、エンゲル係数は26.2%と、「統計だより」創刊時の

昭和29年に比べ大幅に減少しました。

昭和29年と平成元年、令和２年の家計の消費支出の費目別構成比をみると、「食

料」と「被服・履物」が大幅に減り、「交通・通信」や「教育」、「教養娯楽」が大幅に増加

して全体の約３割を占めています。（図２、３）
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７

(1995)

12

(2000)

17

(2005)

22

(2010)

27

(2015)
令和２
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図１ 人口の推移
（万人）

0

出典：「国勢調査」総務省、「人口推計」総務省・滋賀県

（年）

※ 各年10月１日現在

■家 計
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「小売物価統計調査」により、

大津市の物価について昭和

29年(1954年)から令和元年

(2019年)にかけての品目別の

上昇率を比べると、かなりばら

つきがあります。

昭和29年(1954年)に安価

だった「あじ」、「いわし」、「さ

ば」は約10倍、「いか」は約20

倍と値上がりしました。一方、

「物価の優等生」と呼ばれる

「鶏卵」は1.7倍と、上昇幅は低

めになっています。（表１）

■物 価
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図２ 勤労者世帯の家計（大津市）月平均額

実収入

消費支出

食料

(万円)

出典：「家計調査」総務省

(年)

※１ 平成19年(2007年)までは、農林漁家世帯を除く

※２ 大津市の調査世帯数は少なく誤差が大きいため、前年との比較には注意が必要
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図３ 勤労者世帯の家計（大津市）月平均額の構成比

出典：「家計調査」総務省

表１ 物価（大津市）の比較

※昭和２９年において主に、「家具・家事用品」は「住居」に含まれ、

「保健医療」、「交通・通信」、「教育」および「教養娯楽」は「その他」に含まれる。

出典：「小売物価統計調査」総務省

昭和29年
39.3 423.0 10.76まぐろ 100g

年平均価格（円）
品目 単位

上昇率
（倍）令和元年

いわし 100g 7.3 70.0 9.59
あじ 100g 12.3 122.0 9.92

いか 100g

鶏卵 1ﾊﾟｯｸ 154.5 256.0 1.66

7.0 159.0 22.71
さば 100g 9.7 114.0 11.75

牛肉(ロース) 100g 43.0 925.0 21.51

はくさい 1kg 23.4 199.0 8.50
キャベツ 1kg 23.6 182.0 7.71

りんご(ふじ) 1kg 91.0 538.0 5.91
だいこん 1kg 17.3 186.0 10.75

牛乳(店頭売り) 1本(1,000mL) 14.3 195.0 13.64
食パン 1kg 62.5 458.0 7.33

緑茶 100g 53.6 276.0 5.15
ビスケット 100g 20.8 149.0 7.16

1413.0 5.61
ワイシャツ(長袖) 1枚 389.0 3154.0 8.11
清酒 1本 500.0 948.0 1.90

男子靴下 1足 252.0 507.0 2.01
タオル 1枚 49.0 496.0 10.12
洗濯代(ワイシャツ) 1枚 35.3 206.0 5.84
子供シャツ(半袖) 1袋 143.0 828.0 5.79
男子シャツ(半袖) 1袋 252.0
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平成25年
878,206人

老年人口

令和元年 363,488人 0
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図４ 事業所数・従業者数の推移

（従業者数４人以上の製造業事業所）

事業所数 従業者数

（千） （万人）

出典：「工業統計調査」総務省・経済産業省

出典：「平成28年経済センサス-活動調査」総務省・経済産業省

※１ 平成26年(2014年)までは調査年の12月3１日現在、それ以降は調査年の６月１日現在

※２ 「平成27年工業統計調査」に代わり、「平成28年経済センサス-活動調査」を実施

（年）

事

業

所

数

従

業

者

数

■産業・経済

「工業統計調査」等の結果から、県の製造業に属する事業所（従業者数４人以

上）について推移をみてみます。

事業所数は、昭和29年(1954年)の1,351事業所から、平成２年(1990年)には

4,641事業所となり、3,290事業所増加しました。また、令和元年(2019年)には

2,656事業所となり、平成２年(1990年)より1,985事業所減少しました。

従業者数は、昭和29年(1954年)の4万7578人から、平成２年(1990年)には16万

3822人となり、11万6244人増加しました。また、令和元年(2019年)には16万1935

人となり、平成２年(1990年)より1,887人減少しました。

製造品出荷額等は、昭和29年(1954年)の486億円から、平成２年(1990年)には

６兆４億円となり、５兆9518億円増加しました。また、令和元年(2019年)には８

兆744億円となり、平成２年(1990年)より２兆740億円増加しました。（図４、５）
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図５ 製造品出荷額等の推移

（従業者数４人以上の製造業事業所）（兆円）

※１ 平成26年(2014年)までは調査年の１年間の数値、それ以降は調査年の前年１年間の数値

※２ 「平成27年工業統計調査」に代わり、「平成28年経済センサス-活動調査」を実施

（年）

出典：「工業統計調査」総務省・経済産業省

出典：「平成28年経済センサス-活動調査」総務省・経済産業省
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